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白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

（令和４年12月末実績参考）

組合員数  6,852名（団体含）

貯金残高 75,534百万円

貸出金残高 15,180百万円

長期共済保有高 1,806億円

購買品供給高 1,783百万円

販売品取扱高 991百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和５年２月24日㈮　
令和５年３月７日㈫　
JA白山  本店

■ お問い合わせ・お申込先 本店総務課 藤本
■ 顧問税理士 税理士 本田　英夫（㈱アーマス）

要予約

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

午前９時～12時（基本30分単位）

特 集 新総代が決定しました

表紙の写真 かきもち（農）井関生産組合
白山市井関町で水稲25.5haを耕作する農事組合法人 井関生産組合の「かきもち」は
自家製の「白山もち」を100％使用し、一枚一枚ていねいに編込み約２カ月間じっくり
寒気のなかで自然乾燥させます。手間の掛かる昔ながらの製法で作られた井関の「かき
もち」は県内外のファンも多くお土産や贈答用としても人気です。
お買い求めは「よらんかいねぇ広場」か井関生産組合（TEL：076-278-3603）にお電話
下さい。

今月は、お買物券付き

マイカーセンターで
新車・中古車購入の方限定

最優遇固定金利最優遇固定金利
年1.5年1.5年1.5
詳細は店頭にてお問合せください

保証
料込

％％％

実施期間
2023年
２月１日～
３月31日 
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第
10
回
理
事
会

日
時
／
令
和
５
年
１
月
26
日（
木
）
午
後
２
時
00
分
〜

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
５
年
度
営
農
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
令
和
４
年
度
有
価
証
券「
取
得
売
却
」計
画

額
の
変
更
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
信
用
事
業
窓
口
端
末
機
等
の
更
新
に
つ

い
て

第
４
号
議
案
　
手
取
支
店
空
調
機
の
更
新
工
事
に
つ
い
て

全
議
案
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
４
年
12
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
令
和
４
年
度
第
３
四
半
期
自
店
検
査
結
果
に
つ
い
て

３
　
令
和
４
年
度
（
４
〜
12
月
）
有
価
証
券
運
用
実
績
に

つ
い
て

４
　
令
和
４
年
度
第
４
四
半
期
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ

い
て

５
　
令
和
４
年
度
第
３
四
半
期
苦
情
等
の
受
付
対
応
処
理

状
況
に
つ
い
て

６
　
令
和
４
年
度
第
３
四
半
期
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況

に
つ
い
て

７
　
令
和
４
年
度
第
３
四
半
期
反
社
会
的
勢
力
等
に
か
か

る
対
応
状
況
に
つ
い
て

８
　
令
和
４
年
度
第
３
四
半
期
組
合
員
数
に
つ
い
て

９
　
令
和
５
年
産
米
の
転
作
率
の
決
定
に
つ
い
て

10
　
令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年
）
職
員
採
用
方
針
に
つ

い
て

11
　
そ
の
他

　 理
事
会
だ
よ
り

　
第
６
回
総
代
選
挙
に
よ
り
新
総
代
５
３
０
名
（
う
ち
女
性
99
名
）
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
総
代
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
美
川
地
区
　
　
　
　
　
５
０
名
（
う
ち
女
性
14
名
）

　
　
鶴
来
・
大
神
地
区
　
２
４
０
名
（
う
ち
女
性
42
名
）

　
　
手
取
・
白
峰
地
区
　
２
４
０
名
（
う
ち
女
性
43
名
）

　
新
総
代
の
任
期
は
令
和
５
年
２
月
７
日
か
ら
令
和
８
年
２
月
６
日
で
す
。
新
総
代
に

な
ら
れ
た
組
合
員
の
皆
さ
ま
３
年
間
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
J
A
の
最
高
意
思
決
定
機
関
は
正
組
合
員

全
員
が
議
決
権
を
持
つ
総
会
で
す
。
し
か
し
、

J
A
白
山
の
正
組
合
員
数
は
３
，５
６
４
名

（
12
月
末
）で
現
実
的
に
全
員
が
集
ま
る
総
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

　
こ
の
た
め
「
農
協
法
」
で
は
正
組
合
員
の

１
／
５
も
し
く
は
正
組
合
員
２
，５
０
０
名
以
上

の
J
A
に
お
い
て
は
５
０
０
名
以
上
の
総
代

を
選
出
し
「
総
代
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
J
A
白
山
で
は
各
地
区
か
ら
選
挙
で
選
ば

れ
た
総
代
５
３
０
名
に
よ
っ
て
「
総
代
会
」

が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
株
式
会
社
で
は
大

株
主
が
多
く
の
議
決
権
を
持
つ
の
に
対
し
、

J
A
の
総
代
は
出
資
口
数
に
か
か
わ
ら
ず
議
決

権
は
１
人
１
票
で
す
。

第６回 新総代が決定しました

総
代
・
総
代
会
と
は

　
J
A
は
組
合
員
で
構
成
す
る
協
同
組

合
で
あ
り
、
総
代
は
そ
の
組
合
員
の
代

表
で
す
。

総
代
は
総
代
会
に
出
席
し

　
●
事
業
報
告

　
●
貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書

　
●
剰
余
金
処
分
案

　
●
次
年
度
事
業
計
画

　
●
定
款
や
各
種
事
業
規
程
の
変
更

　
●
理
事
の
選
任

と
い
っ
た
J
A
の
事
業
運
営
に
関
す
る
重

要
事
項
を
決
定
し
ま
す
。

　
J
A
白
山
で
は
営
農
事
業
、
信
用
事

業
、
共
済
事
業
、
購
買
事
業
、
直
売
所

や
営
農
施
設
の
運
営
な
ど
の
事
業
活
動

の
ほ
か
、
食
農
教
育
活
動
、
社
会
福
祉

活
動
、
地
域
貢
献
活
動
な
ど
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
総
代
に
な
ら
れ

た
皆
さ
ま
に
は
J
A
の
事
業
や
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
J
A
自
己
改
革
の

実
現
に
向
け
て
ご
意
見
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
代
の
役
割

フードドライブ活動

よらんかいねぇ広場（農産物直売） 水稲生育診断 稲刈り

田んぼの学校（田植え） あいわこども園稲刈り 美川浜風健康ウォーキング

しめ縄づくり講習会
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直
売
所
生
産
拡
大

対
策

よらんかいねぇ広場への農産物出荷支援
事 業 量 1,500,000円
目 的 直売所会員の拡大と農産物の生産拡大を図る
内 容 ●農産物の年間出荷販売高が15万円以上の出荷者へ1.3％支援する。

基 準 ●JA白山の組合員であること
●よらんかいねぇ広場の登録者（１号会員）であること

園
芸
ハ
ウ
ス
補
助
対
策

出荷野菜用のビニールハウス購入支援
事 業 費 1,000,000円

目 的 ハウス栽培により周年の出荷を促進し、販売量の確保と所得向上を図り産地化を
目指す。

内 容

●野菜・花卉・果樹・菌茸類を生産出荷する目的で、新規にパイプハウスを購入する
者に対し資材費の20%（上限30万円）を支援する。
●ハウス内で行う水耕栽培の取組みに対し資材費の20%を支援する。
●他の補助事業の対象となるもの、及び水稲育苗用ハウスは本支援の対象外とする。

基 準

●JA白山組合員で「よらんかいねぇ広場」会員であること
●JAとの出荷契約書を締結し、出荷計画書、栽培履歴を提出しJAが審査認定する
●JA白山より購入したハウス資材費（税抜）を対象とする
●建設費用は対象としない

新
規
就
農
対
策

50才以下の新規就農者への３カ年支援
事 業 費 3,000,000円
目 的 農業生産の新規就農者（就農時50才以下）に支援する。

内 容
●就農から毎年100万円を上限に３カ年支援する。（支援総額300万円）
●毎年の支援額は生産計画と実践に基づき就農支援金40万円＋JA出荷奨励金
上限60万円とする。

基 準

●JA白山の組合員であること。（新規に組合員加入するもの）
●親元就農及び法人組織への就農は対象としない
●新規就農者はJAが審査認定する（認定申請書の提出）　　
●他のJA支援事業との併用は不可とする

鳥
獣
害
対
策

鳥獣害を防止する電気柵や防護フェンス等の購入支援
事 業 費 1,000,000円
目 的 鳥獣害被害を最小限に防ぐため、電気柵等の防護資材設置を支援する。

内 容
●電気柵及び防草シート購入価格（税抜）の20％を支援する。
●防護フェンス等の恒久柵資材は購入価格（税抜）の５％を支援する。
●他の補助事業と併用する場合は補助金額控除後の額を本支援の対象額とする。

基 準 ●JA白山管内の組合員及び組織で管内での設置を行うもの
●JAより購入した資材を対象とする

集
荷
向
上
対
策

お米の出荷への支援
事 業 費 14,000,000円

目 的 米価下落によって急速に悪化する水稲経営を支援するとともに、予約出荷による
米集荷率の向上によって有利販売と生産者所得増大を目指す。

内 容

●予約による出荷数量に対し下記の支援を行う。
　○予約出荷金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込）

出荷俵数 金　　額 出荷俵数 金　　額
1～499.5俵 200円/俵 2,000～2,499.5俵 240円/俵

500～999.5俵 210円/俵 2,500俵以上 250円/俵
1,000～1,999.5俵 220円/俵

　○ライスセンター利用加算金　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込）
出荷俵数 金　　額 出荷俵数 金　　額
100～999.5俵 50円/俵 2,000～2,499.5俵 80円/俵

1,000～1,999.5俵 70円/俵 2,500俵以上 100円/俵
●「ひゃくまん穀」は複数年出荷契約に基づき出荷したものに以下の金額を加算する。
　○ひゃくまん穀加算額　400円/俵（税込）
●水稲種子合格重量に対し３円/kg（税込）を支払う。

基 準

●JA白山組合員であること　　●予約出荷金は手取CE米以外の契約栽培米と
「ひゃくまん穀」は対象としない　　●栽培履歴提出者であること　　●予約出
荷金の対象は予約数量85％以上の出荷者とし、助成金は予約数量の115％を上
限とする　　●共同施設利用者は２回の基幹防除を実施すること

土
壌
改
良
剤
散
布

支
援
対
策

土づくり肥料の散布への支援
事 業 費 2,500,000円
目 的 土壌改良資材 及び もみ殻牛糞堆肥の散布を支援する。

内 容 ●土壌改良資材の購入額（税別）に対し10%を支援する。
●もみ殻牛糞堆肥の散布（行政と連携）に対し一定額支援する。

基 準
●JA白山組合員であること　　●JA取扱商品であること
●もみ殻牛糞堆肥（ソイルパワー）散布支援は１生産者10haを上限とし対象者
及び散布圃場の条件、支援内容等は別に定める。

そ
ば
生
産
振
興

対
策

山間部のそば刈取りへの支援
事 業 費 1,500,000円
目 的 中山間地域におけるそばの生産振興を図るため、その生産に対し支援する。

内 容

●そば刈取に対する支援
反　　収 金　　額
40kg以下 2,000円/10a
40～50kg 3,000円/10a
50kg以上 4,000円/10a

　※助成基準は白山市の補助事業に準ずる。

基 準 ●JA白山組合員であること　　　　●作付計画書を提出すること
●そば栽培履歴を提出すること　　　●対象地区は中山間地域に限る

農
機
購
入
対
策

農機具の購入への支援
事 業 費 2,000,000円
目 的 農業経営の維持・拡大のため、農業機械の購入に対し支援し、農家の負担軽減を図る。

内 容

●トラクター15ps以上、乗用田植機４条以上、コンバイン２条以上、その他の
農業機械（乾燥調製用機械を除く）の新車・中古車購入を対象とし、本体価格
（消費税除く）の５%を支援する。ただし、国県市等から補助を受ける場合は
補助金控除後の価格に対し３%を支援する。

基 準 ●JA白山組合員であり、JA取扱商品（税抜150万円以上）であること

2023年「営農のてびき」デジタル版 公開中
　営農方針説明会でお配りしている「営農のてびき」のデジ
タル版を公開中です。
　JA白山ホームページか右のQRコードからダウンロード可能
です。（PDFファイル：ファイルサイズ88MB）
　圃場や出先でスマートフォンやタブレット端末で確認でき
ますので是非ご活用下さい。

令和５年度 JA白山 営農支援事業【支援予算総額2,650万円】

支援事業についてのお問い合わせは、JA白山営農部（TEL 273-5277）まで

ダウンロード
ページは
こちら▼

２月４日開催の営農方針説明会で発表した「令和５年度ＪＡ白山 営農支援事業」は以下のとおりです。
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直
売
所
生
産
拡
大

対
策

よらんかいねぇ広場への農産物出荷支援
事 業 量 1,500,000円
目 的 直売所会員の拡大と農産物の生産拡大を図る
内 容 ●農産物の年間出荷販売高が15万円以上の出荷者へ1.3％支援する。

基 準 ●JA白山の組合員であること
●よらんかいねぇ広場の登録者（１号会員）であること

園
芸
ハ
ウ
ス
補
助
対
策

出荷野菜用のビニールハウス購入支援
事 業 費 1,000,000円

目 的 ハウス栽培により周年の出荷を促進し、販売量の確保と所得向上を図り産地化を
目指す。

内 容

●野菜・花卉・果樹・菌茸類を生産出荷する目的で、新規にパイプハウスを購入する
者に対し資材費の20%（上限30万円）を支援する。
●ハウス内で行う水耕栽培の取組みに対し資材費の20%を支援する。
●他の補助事業の対象となるもの、及び水稲育苗用ハウスは本支援の対象外とする。

基 準

●JA白山組合員で「よらんかいねぇ広場」会員であること
●JAとの出荷契約書を締結し、出荷計画書、栽培履歴を提出しJAが審査認定する
●JA白山より購入したハウス資材費（税抜）を対象とする
●建設費用は対象としない

新
規
就
農
対
策

50才以下の新規就農者への３カ年支援
事 業 費 3,000,000円
目 的 農業生産の新規就農者（就農時50才以下）に支援する。

内 容
●就農から毎年100万円を上限に３カ年支援する。（支援総額300万円）
●毎年の支援額は生産計画と実践に基づき就農支援金40万円＋JA出荷奨励金
上限60万円とする。

基 準

●JA白山の組合員であること。（新規に組合員加入するもの）
●親元就農及び法人組織への就農は対象としない
●新規就農者はJAが審査認定する（認定申請書の提出）　　
●他のJA支援事業との併用は不可とする

鳥
獣
害
対
策

鳥獣害を防止する電気柵や防護フェンス等の購入支援
事 業 費 1,000,000円
目 的 鳥獣害被害を最小限に防ぐため、電気柵等の防護資材設置を支援する。

内 容
●電気柵及び防草シート購入価格（税抜）の20％を支援する。
●防護フェンス等の恒久柵資材は購入価格（税抜）の５％を支援する。
●他の補助事業と併用する場合は補助金額控除後の額を本支援の対象額とする。

基 準 ●JA白山管内の組合員及び組織で管内での設置を行うもの
●JAより購入した資材を対象とする

集
荷
向
上
対
策

お米の出荷への支援
事 業 費 14,000,000円

目 的 米価下落によって急速に悪化する水稲経営を支援するとともに、予約出荷による
米集荷率の向上によって有利販売と生産者所得増大を目指す。

内 容

●予約による出荷数量に対し下記の支援を行う。
　○予約出荷金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込）

出荷俵数 金　　額 出荷俵数 金　　額
1～499.5俵 200円/俵 2,000～2,499.5俵 240円/俵

500～999.5俵 210円/俵 2,500俵以上 250円/俵
1,000～1,999.5俵 220円/俵

　○ライスセンター利用加算金　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込）
出荷俵数 金　　額 出荷俵数 金　　額
100～999.5俵 50円/俵 2,000～2,499.5俵 80円/俵

1,000～1,999.5俵 70円/俵 2,500俵以上 100円/俵
●「ひゃくまん穀」は複数年出荷契約に基づき出荷したものに以下の金額を加算する。
　○ひゃくまん穀加算額　400円/俵（税込）
●水稲種子合格重量に対し３円/kg（税込）を支払う。

基 準

●JA白山組合員であること　　●予約出荷金は手取CE米以外の契約栽培米と
「ひゃくまん穀」は対象としない　　●栽培履歴提出者であること　　●予約出
荷金の対象は予約数量85％以上の出荷者とし、助成金は予約数量の115％を上
限とする　　●共同施設利用者は２回の基幹防除を実施すること

土
壌
改
良
剤
散
布

支
援
対
策

土づくり肥料の散布への支援
事 業 費 2,500,000円
目 的 土壌改良資材 及び もみ殻牛糞堆肥の散布を支援する。

内 容 ●土壌改良資材の購入額（税別）に対し10%を支援する。
●もみ殻牛糞堆肥の散布（行政と連携）に対し一定額支援する。

基 準
●JA白山組合員であること　　●JA取扱商品であること
●もみ殻牛糞堆肥（ソイルパワー）散布支援は１生産者10haを上限とし対象者
及び散布圃場の条件、支援内容等は別に定める。

そ
ば
生
産
振
興

対
策

山間部のそば刈取りへの支援
事 業 費 1,500,000円
目 的 中山間地域におけるそばの生産振興を図るため、その生産に対し支援する。

内 容

●そば刈取に対する支援
反　　収 金　　額
40kg以下 2,000円/10a
40～50kg 3,000円/10a
50kg以上 4,000円/10a

　※助成基準は白山市の補助事業に準ずる。

基 準 ●JA白山組合員であること　　　　●作付計画書を提出すること
●そば栽培履歴を提出すること　　　●対象地区は中山間地域に限る

農
機
購
入
対
策

農機具の購入への支援
事 業 費 2,000,000円
目 的 農業経営の維持・拡大のため、農業機械の購入に対し支援し、農家の負担軽減を図る。

内 容

●トラクター15ps以上、乗用田植機４条以上、コンバイン２条以上、その他の
農業機械（乾燥調製用機械を除く）の新車・中古車購入を対象とし、本体価格
（消費税除く）の５%を支援する。ただし、国県市等から補助を受ける場合は
補助金控除後の価格に対し３%を支援する。

基 準 ●JA白山組合員であり、JA取扱商品（税抜150万円以上）であること

2023年「営農のてびき」デジタル版 公開中
　営農方針説明会でお配りしている「営農のてびき」のデジ
タル版を公開中です。
　JA白山ホームページか右のQRコードからダウンロード可能
です。（PDFファイル：ファイルサイズ88MB）
　圃場や出先でスマートフォンやタブレット端末で確認でき
ますので是非ご活用下さい。

令和５年度 JA白山 営農支援事業【支援予算総額2,650万円】

支援事業についてのお問い合わせは、JA白山営農部（TEL 273-5277）まで

ダウンロード
ページは
こちら▼

２月４日開催の営農方針説明会で発表した「令和５年度ＪＡ白山 営農支援事業」は以下のとおりです。

04Public Relations Magazine JAだより　令和５年２月発行05 Public Relations Magazine JAだより　令和５年２月発行



蝶
屋
小
学
校
で
か
き
も
ち
編
み
体
験

　
１
月
17
日
、
蝶
屋
小
学
校
５
年
生
の
生
徒
た
ち
が
か
き
も
ち
編
み

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
か
き
も
ち
に
は

生
徒
た
ち
が
田
植
え
稲
刈
り
し
た
白
山
も
ち
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

短
冊
状
に
薄
く
切
ら
れ
た
餅
は
紐
で
編
ま
れ
天
井
な
ど
に
吊
る
し
て

ゆ
っ
く
り
自
然
乾
燥
す
る
こ
と
で
「
か
き
も
ち
」
に
仕
上
が
り
ま
す
。

　
こ
の
日
、
講
師
の
西
田
勉
さ
ん
（
西
米
光
町
）
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
生
徒
た
ち
も
か
き
も
ち
編
み
に
挑
戦
。
３
本
の
紐
を
使
い
餅
を
挟
む

よ
う
に
交
互
に
通
し
、
吊
る
し
て
も
餅
が
落
ち
な
い
よ
う
編
込
み
ま
す
。

最
初
は
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
生
徒
た
ち
も
徐
々
に
コ
ツ
を
つ
か

み
、
友
達
と
教
え
あ
い
な
が
ら
最
後
に
は
全
員
が
か
き
も
ち
編
み
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
か
き
も
ち
編
み
は
生
徒
た
ち
が
持
ち
帰
り
家
庭
で

乾
燥
さ
せ
食
べ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
生
徒
た
ち
は
（
農
）
井
関
生
産
組
合
の
加
工
場
も
見
学
し
、

冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
か
き
も
ち
の
カ
ー
テ
ン
に
「
す
ご
い
」

「
き
れ
い
」
と
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
で

　味
噌
仕
込
み

　
１
月
23
日
か
ら
㈲
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
で

「
手
作
り
無
添
加
米
麹
味
噌
」
の
仕
込
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　「
手
作
り
無
添
加
米
麹
味
噌
」
は
地
元
産
の
大
豆

「
里
の
ほ
ほ
え
み
」
を
使
用
し
、
手
作
り
無
添
加
に

こ
だ
わ
り
昔
な
が
ら
の
製
造
方
法
で
作
る
安
全

安
心
な
米
麹
味
噌
で
す
。

　
今
年
は
、
み
そ
樽
65
個
約
２
，０
０
０
㎏
の
味
噌

を
仕
込
み
ま
す
。

　「
手
作
り
無
添
加
米
麹
味
噌
」
は
１
年
を
通
し
て

「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」、道
の
駅
「
め
ぐ
み
白
山
」

で
お
買
い
求
め
頂
け
ま
す
の
で
是
非
一
度
ご
賞
味

下
さ
い
。

所得
 増大

生産
 拡大

営農だより 
地域
 活性
地域
 活性

所得
 増大

生産
 拡大

　
２
月
４
日
、
蝶
屋
支
店
・
本
店
・
鳥
越
公
民
館
の
３
会
場
で

令
和
５
年
度 

営
農
方
針
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
の
水
稲
生
産
で
は
作
況
指
数 

全
国
1
0
0
、
北
陸

1
0
0
、
石
川
県
1
0
1
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
管
内
で
は

８
月
の
日
照
不
足
の
影
響
か
ら
「
未
熟
粒
（
く
ず
米
含
む
）」
が

多
か
っ
た
こ
と
、
９
月
上
旬
に
発
生
し
た
フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
り

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
に
「
胴
割
れ
粒
」
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら

収
量
・
品
質
と
も
に
平
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
販
売
面
で
は
徐
々
に
外
食
向
け
需
要
も
回
復
し
つ
つ
あ
る
も

の
の
、全
体
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
は
回
復
し
て
お
ら
ず
、

全
国
的
に
転
作
や
非
主
食
用
米
へ
の
生
産
調
整
が
進
ん
だ
結
果
、

４
年
産
の
石
川
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
等
仮
渡
金
で
前
年
比

＋
1
，0
0
0
円
/
俵
と
や
や
持
ち
直
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
米
情
勢
と
前
年
の
反
省
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年

は
米
・
大
麦
・
大
豆
（
そ
ば
）
に
よ
る
２
年
３
作
と
転
作
作
物

の
取
組
み
を
更
に
拡
大
し
、
水
稲
作
に
お
い
て
は
水
田
活
用

米
穀
（
非
主
食
用
米
）
を
活
用
し
た
生
産
調
整
に
よ
っ
て
交
付

金
な
ど
の
助
成
措
置
を
最
大
限
活
か
し
生
産
者
所
得
を
確
保

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
土
づ
く
り
資
材
や
ケ
イ
酸
資
材
に
よ
る
健
全
な
稲
体

づ
く
り
や
適
切
な
水
管
理
と
適
期
刈
取
り
に
よ
る「
胴
割
れ
粒
」

の
防
止
な
ど
、
改
め
て
「
営
農
の
て
び
き
」
の
基
本
技
術
徹
底

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
な
お
、「
令
和
５
年
度 

Ｊ
Ａ
白
山 
営
農
支
援
事
業
」
は
本
誌

４
〜
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
営
農
方
針
説
明
会 

開
催
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蝶
屋
小
学
校
で
か
き
も
ち
編
み
体
験

　
１
月
17
日
、
蝶
屋
小
学
校
５
年
生
の
生
徒
た
ち
が
か
き
も
ち
編
み

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
か
き
も
ち
に
は

生
徒
た
ち
が
田
植
え
稲
刈
り
し
た
白
山
も
ち
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

短
冊
状
に
薄
く
切
ら
れ
た
餅
は
紐
で
編
ま
れ
天
井
な
ど
に
吊
る
し
て

ゆ
っ
く
り
自
然
乾
燥
す
る
こ
と
で
「
か
き
も
ち
」
に
仕
上
が
り
ま
す
。

　
こ
の
日
、
講
師
の
西
田
勉
さ
ん
（
西
米
光
町
）
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
生
徒
た
ち
も
か
き
も
ち
編
み
に
挑
戦
。
３
本
の
紐
を
使
い
餅
を
挟
む

よ
う
に
交
互
に
通
し
、
吊
る
し
て
も
餅
が
落
ち
な
い
よ
う
編
込
み
ま
す
。

最
初
は
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
生
徒
た
ち
も
徐
々
に
コ
ツ
を
つ
か

み
、
友
達
と
教
え
あ
い
な
が
ら
最
後
に
は
全
員
が
か
き
も
ち
編
み
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
か
き
も
ち
編
み
は
生
徒
た
ち
が
持
ち
帰
り
家
庭
で

乾
燥
さ
せ
食
べ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
生
徒
た
ち
は
（
農
）
井
関
生
産
組
合
の
加
工
場
も
見
学
し
、

冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
か
き
も
ち
の
カ
ー
テ
ン
に
「
す
ご
い
」

「
き
れ
い
」
と
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
で

　味
噌
仕
込
み

　
１
月
23
日
か
ら
㈲
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
で

「
手
作
り
無
添
加
米
麹
味
噌
」
の
仕
込
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　「
手
作
り
無
添
加
米
麹
味
噌
」
は
地
元
産
の
大
豆

「
里
の
ほ
ほ
え
み
」
を
使
用
し
、
手
作
り
無
添
加
に

こ
だ
わ
り
昔
な
が
ら
の
製
造
方
法
で
作
る
安
全

安
心
な
米
麹
味
噌
で
す
。

　
今
年
は
、
み
そ
樽
65
個
約
２
，０
０
０
㎏
の
味
噌

を
仕
込
み
ま
す
。

　「
手
作
り
無
添
加
米
麹
味
噌
」
は
１
年
を
通
し
て

「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」、道
の
駅
「
め
ぐ
み
白
山
」

で
お
買
い
求
め
頂
け
ま
す
の
で
是
非
一
度
ご
賞
味

下
さ
い
。

所得
 増大

生産
 拡大

営農だより 
地域
 活性
地域
 活性

所得
 増大

生産
 拡大

　
２
月
４
日
、
蝶
屋
支
店
・
本
店
・
鳥
越
公
民
館
の
３
会
場
で

令
和
５
年
度 

営
農
方
針
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
の
水
稲
生
産
で
は
作
況
指
数 

全
国
1
0
0
、
北
陸

1
0
0
、
石
川
県
1
0
1
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
管
内
で
は

８
月
の
日
照
不
足
の
影
響
か
ら
「
未
熟
粒
（
く
ず
米
含
む
）」
が

多
か
っ
た
こ
と
、
９
月
上
旬
に
発
生
し
た
フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
り

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
に
「
胴
割
れ
粒
」
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら

収
量
・
品
質
と
も
に
平
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
販
売
面
で
は
徐
々
に
外
食
向
け
需
要
も
回
復
し
つ
つ
あ
る
も

の
の
、全
体
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
は
回
復
し
て
お
ら
ず
、

全
国
的
に
転
作
や
非
主
食
用
米
へ
の
生
産
調
整
が
進
ん
だ
結
果
、

４
年
産
の
石
川
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
等
仮
渡
金
で
前
年
比

＋
1
，0
0
0
円
/
俵
と
や
や
持
ち
直
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
米
情
勢
と
前
年
の
反
省
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年

は
米
・
大
麦
・
大
豆
（
そ
ば
）
に
よ
る
２
年
３
作
と
転
作
作
物

の
取
組
み
を
更
に
拡
大
し
、
水
稲
作
に
お
い
て
は
水
田
活
用

米
穀
（
非
主
食
用
米
）
を
活
用
し
た
生
産
調
整
に
よ
っ
て
交
付

金
な
ど
の
助
成
措
置
を
最
大
限
活
か
し
生
産
者
所
得
を
確
保

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
土
づ
く
り
資
材
や
ケ
イ
酸
資
材
に
よ
る
健
全
な
稲
体

づ
く
り
や
適
切
な
水
管
理
と
適
期
刈
取
り
に
よ
る「
胴
割
れ
粒
」

の
防
止
な
ど
、
改
め
て
「
営
農
の
て
び
き
」
の
基
本
技
術
徹
底

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
な
お
、「
令
和
５
年
度 

Ｊ
Ａ
白
山 

営
農
支
援
事
業
」
は
本
誌

４
〜
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
営
農
方
針
説
明
会 

開
催
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１
月
21
日
、Ｊ
Ａ
石
川
教
育
セ
ン
タ
ー

で
Ｊ
Ａ
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会
の

「
令
和
４
年
度 
実
績
発
表
・
青
年
の
主
張 

石
川
県
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
績
発
表
の
部
に
は
蝶
屋
支
部
の
山
本

洋
平
支
部
長
が
出
場
し
、「
青
壮
年
部
と

し
て
出
来
る
事
」
と
題
し
た
活
動
実
績

発
表
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
発
表
の
な
か
で
、
子
供
た
ち
に
対
す
る

食
農
教
育
の
大
切
さ
を
語
り
、
青
壮
年
部

全
員
で
〝
農
〞
を
楽
し
め
る
一
体
感
を

も
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
述
べ

ま
し
た
。

　
同
日
、
手
作
り
看
板
コ
ン
テ
ス
ト
の

表
彰
式
も
開
催

さ
れ
、
ア
ー
ト

部
門
で
林
支
部

が
最
優
秀
賞
、

蝶
屋
支
部
が
委

員
長
賞
を
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
し
ま

し
た
。

「
令
和
４
年
度
実
績
発
表・青
年
の
主
張 

石
川
県
大
会
」開
催

地域
 活性
地域
 活性

　青
壮
年
部

日頃より蝶屋給油所をご利用頂き誠にありがとうございます。
当給油所の分電盤更新工事のため３月２日（木）を臨時休業
とさせて頂きます。利用者の皆さまにはご不便をお掛けしま
すがご理解とご協力をお願い申し上げます。

臨時休業：３月２日木

　
１
月
30
日
、Ｊ
Ａ
白
山
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
で

女
性
部
の
第
５
回
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
人
気
の
味
噌
づ
く
り
講
習
会

で
、
講
師
に
厚
生
産
業
㈱
か
ら
浅
田
さ
ん
を
招
き

家
庭
用
の
自
家
製
味
噌
の
仕
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
前
日
か
ら
水
に
浸
し
水
茹
で
し
た
地
元
産
の
大

豆
に
、
塩
と
米
麹
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
ミ
ン
サ
ー
に

か
け
ま
す
。

　
出
来
上
が
っ
た
味
噌
だ
ね
に
大
豆
の
煮
汁
を
加
え

な
が
ら
耳
た
ぶ
程
度
の
硬
さ
に
な
る
ま
で
手
で
練
り

込
ん
だ
の
ち
味
噌
樽
に

詰
め
ま
す
。

　
最
後
は
表
面
を
平
ら

に
整
え
、
カ
ビ
防
止
の

塩
を
ふ
り
押
し
蓋
を
敷

い
て
完
成
で
す
。

　
今
回
の
味
噌
づ
く
り

講
習
会
は
定
員
10
名
に

約
２
倍
の
応
募
が
あ
っ

た
た
め
、
２
月
13
日
に

も
再
度
開
催
す
る
予
定

で
す
。

第
５
回
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ 

味
噌
づ
く
り

　女
性
部

地域
 活性
地域
 活性

　JA白山の管内に住所もしくは勤務先があれば農家でなくても大丈夫。
　活動内容は食農教育、地域振興、社会福祉、健康増進活動など多岐にわた
ります。まずは見学から気軽に参加してみませんか？

事務局（総務部）TEL 272-3333 林事務局（総務部）TEL 272-3333 太田

●手作りコロッケ販売
●グリーンレディースカレッジ
　（寄せ植え教室、手作りマヨネーズ作り、しめ縄作り など）
●農業まつり模擬店出店
●食品添加物講習会 　　など

会員募集中！
青壮年部青壮年部 女性部JA白山青壮年部・女性部では

一緒に活動する仲間を募集しています。

蝶屋給油所 電気工事に伴う
臨時休業のご案内

※緊急時の配送及び電力を必要としない簡単な整備は対応させて頂きます。

お買物券

●このお買物券は上記店舗以外
では使用できません。精算前
にレジ係員へお渡しください。

●現金との引換えはできません。
●おつりの支払いはできません。
●お１人様１枚使用できます。

￥100
有効期限 2023.3.31
使
用
可
能
店
舗

●よらんかいねぇ広場
●Aコープ蝶屋店
●Aコープ手取店
●白峰支店

㈱ ジャコム石川

●白山比咩神社へのお米奉納
●バケツ稲づくりコンテスト
●手作り看板コンクール
●耕作放棄地へのひまわり、コスモス定植
●保育所幼稚園での農業体験
　（野菜の定植収穫体験、田植え稲刈り体験、
　　ひまわり定植体験など）
●農業まつり模擬店出店 　　など

R４年の主な活動

R４年の主な活動

ダウンロード
データでは

ご使用いただけ
ません。
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JAグループ石川

レシート有効期間 応募締切

よらんかいねぇ広場・道の駅めぐみ白山
Aコープ蝶屋店・Aコープ手取店・

県内Aコープ各店・県内JA直売所各店の
お買い上げレシート2,000円分  で（税込）

右のQRコードから
応募サイトへアクセス！！

マイカーセンター

保険料・登録料等に伴う諸費用、各種税金等は別途申し受け致します。

日産 ルークス
X 4WD
日産 ルークス
X 4WD 167万円167万円

車体色：ブラック
走行距離：10km
車検：令和７年12月
オートAC／プッシュス
タート／インテリジェンス
キー／衝突被害軽減／
オーディオレス／バックカ
メラ／全方位モニター／左
側パワースライドドア

 令和
 ４年

車体色：ブラック
走行距離：10km
車検：令和７年９月
4WD／ブラインドス
ポットモニター／パノラ
ミックビュー

トヨタ シエンタ
HV Z FF
トヨタ シエンタ
HV Z FF310万円310万円

車体色：ホワイトパール
走行距離：10km
車検：令和７年12月
７人乗／ETC／衝突被害軽
減／純正ナビTV（フルセ
グ）10.5インチディスプレイ
オーディオ／パノラミック
ビューモニター／両側パ
ワースライドドア／レーダー
クルーズコントロール／ブ
ラインドスポットモニター／
パーキングサポートブレー
キ／ドライブレコーダー

 令和
 ４年

トヨタ ルーミー
G
トヨタ ルーミー
G 184万円184万円

車体色：ブラック
走行距離：10km
車検：令和７年７月
パノラミックビューモニター
／９インチディスプレイオー
ディオ／衝突被害軽減システ
ム／アイドリングストップ／
両側パワースライドドア／ス
マートキー／プッシュスタート

未指標車未使用車未指標車未使用車

未指標車未使用車未指標車未使用車

トヨタ ヤリスクロス
G
トヨタ ヤリスクロス
G 241万円241万円

 令和
 ４年

 令和
 ４年

新車・中古車
タイヤ・カーナビ
ドライブレコーダー
等 多数展示

新車・中古車
タイヤ・カーナビ
ドライブレコーダー
等 多数展示

注
意
事
項

●2,000円（税込）で１口となります。１回の応募で５口まで応募可能です。
●一度応募に使用したレシートの再利用はできません。
●複数レシートの合算でも応募いただけます。
　（例）税込1,000円分レシート２枚で１口として応募
●よらんかいねぇ広場・道の駅めぐみ白山・Aコープ蝶屋店・Aコープ手取店・県内
　Aコープ各店・県内JA直売所各店でのお買い上げレシート以外は無効となります。
●当選発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

詳しくはお近くの店舗スタッフへお問い合わせください。

レシートの写真を撮って、特設サイトからご応募ください

カーライフキャンペーンカーライフキャンペーン
キャンペーン期間

白山市井口に62番地１ TEL 076-272-0444

令和５年

ご成約ご成約 キャンペーン 春の中古車
フレッシュマン
春の中古車
フレッシュマン

キャン
ペーン

農家支援農家支援 キャンペーン

使用者が25歳以下の方で
店頭価格50万円（税抜）以上の
中古車をご成約された方

車両本体価格50万円 
以上の新車・中古車
ご成約の方に

トヨタ ダイナトラック、
いすゞ  エルフトラックをご契約すると

ガソリン満タン
で納車します

メーカー推奨
ボディコーティングを
サービスします希望ナンバー

申込費用をサービスします

特 典

１
特 典

１
特 典

2
特 典

2

５万円分 プレゼント（
税
込
）

（
税
抜
）

JA-SSガソリン券

スズキ キャリィ・エブリィ（未使用車）
をご契約すると

５万円　 下取りします（
税
込
）

以
上
今お乗りの車を

期間中
限定

JA商品券
5,000円進呈

ご成約記念ご成約記念

自動車展示会開催
 令和５年

３月４日土・５日日
 両日９：00～16：00

マイカーセンター

２月１日㊌～３月31日㊎

JA白山
マイカー
センター
にて

JA白山
マイカー
センター
にて

ご来場特典
 白山丸いも入
白山麓そば１袋
レトルトごはん１個

 白山丸いも入
白山麓そば１袋
レトルトごはん１個

新車ボディコート新車ボディコート
キャンペーン

新車ご契約のお客様全員に
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白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

（令和４年12月末実績参考）

組合員数  6,852名（団体含）

貯金残高 75,534百万円

貸出金残高 15,180百万円

長期共済保有高 1,806億円

購買品供給高 1,783百万円

販売品取扱高 991百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和５年２月24日㈮　
令和５年３月７日㈫　
JA白山  本店

■ お問い合わせ・お申込先 本店総務課 藤本
■ 顧問税理士 税理士 本田　英夫（㈱アーマス）

要予約

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

午前９時～12時（基本30分単位）

特 集 新総代が決定しました

表紙の写真 かきもち（農）井関生産組合
白山市井関町で水稲25.5haを耕作する農事組合法人 井関生産組合の「かきもち」は
自家製の「白山もち」を100％使用し、一枚一枚ていねいに編込み約２カ月間じっくり
寒気のなかで自然乾燥させます。手間の掛かる昔ながらの製法で作られた井関の「かき
もち」は県内外のファンも多くお土産や贈答用としても人気です。
お買い求めは「よらんかいねぇ広場」か井関生産組合（TEL：076-278-3603）にお電話
下さい。

今月は、お買物券付き

マイカーセンターで
新車・中古車購入の方限定

最優遇固定金利最優遇固定金利
年1.5年1.5年1.5
詳細は店頭にてお問合せください

保証
料込

％％％

実施期間
2023年
２月１日～
３月31日 
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